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 金融状況は改善進むも、それが十分な成長、雇用増にいまだ至らず  

 世界経済の成長のスピードは「三極化」 

 危機の先手を打つには全世界各国の行動が不可欠 

 

ラガルド IMF 専務理事は、世界各国の政策担当者に危機に先回りし、常に危機の先

を行くために行動するよう訴えた。ニューヨーク市内での講演で、専務理事は、あ

まりにも多くの国で金融市場の改善が人々の暮らしの向上に結び付いていないと指

摘した。 

 

ラガルド IMF 専務理事は 4 月 10 日、エコノミック・クラブ NY での講演で、世界

各国の政策担当者に危機に先回りし、常に危機の先を行くために行動するよう訴え

た。 

 

「あまりにも多くの国で金融市場の改善が、実体経済、ひいては人々の暮らしの向

上に結び付いていない」と専務理事は指摘した。この講演は、4 月 19－21 日にワシ

ントン DC で IMF 加盟 188 カ国の経済政策担当者が参加して開催される IMF・世界

銀行の春季会合に先立って行われた。 

 

講演でラガルド専務理事は、世界経済が 6 カ月前から力強さを増している兆候を示

しているものの、「今年の世界経済成長が昨年を大幅に上回るとは考えられない」

とした上で「従来からのリスクに加え新しいリスクも見える」と指摘した。 

 

専務理事は、世界経済のスピードが「三極化」しつつあることを指摘。主に新興市

場国・地域と途上国で構成される順調な諸国、米国を含む経済が改善段階にある

国々、そしてユーロ圏や日本などで構成される依然達成すべき課題が残る国々の 3

グループだ。 

 

 

  

 
ラガルド専務理事: 「雇用創造は緊急の優先課題

だ。それなしでは潜在能力が浪費され大志が壊さ

れる荒野を作ってしまうリスクがある」(写真は

IMF) 

 

http://www.imf.org/external/spring/2013/index.htm
http://www.imf.org/external/spring/2013/index.htm
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スピードが三極化した世界経済 

 

3 グループとも危機の機先を制するための政策措置が必要： 

 新興市場国・地域と途上国は、先進国・地域の大幅に緩和された金融政策の

潜在的な影響を懸念している。これら諸国は、財政政策の余地の再構築と銀

行セクターの規制・監督の強化により防御を強化する必要がある。  

同時に、先進国・地域もより健全な財政政策の実施と金融部門の一層の修復

を図ることにより責任の一端を負う。 

 「財政の崖」は回避されたものの、米国はよりバランスのとれた財政政策を

必要としている。現状の政策は調整が短期的には積極的過ぎるのに対し、中

期的にはあまりに及び腰となっている。回復の現時点では、債務を削減する

ための信頼に足る中期的なロードマップの策定がかつてなく重要になってい

る。 

 ユーロ圏の政策担当者は、いくつもの意義深い政策措置を実施したものの、

この地域の優先課題は、銀行の資本増強や構造改革、必要な場合には閉鎖も

含めて銀行システムを健全化することである。さらに優先課題には銀行同盟

へ向けた前進も含まれる。  

日本 の最近発表された野心的な金融緩和の枠組みは積極的な一歩で、経済を

一段と加速させるための構造改革と公的債務を削減する措置により補完され

る必要がある。  

危機に先手を打つための協調行動 

ラガルド専務理事は、世界の全地域に影響を与える別の重要課題もあると指摘した。

それは危機当初からの問題でありながら現時点で十分に解決されていないものだ。 

その第一の問題は金融セクター改革である。専務理事は「われわれは危機後の世界

においては、ただ単純なこととして危機発生以前の銀行セクターを持つわけにはい

かない」と指摘。そして「大きすぎて潰せない」というような金融機関やデリバテ

ィブ商品、シャドーバンキングに対する規制での一層の前進を要請した。  

第二の重要問題は、より均衡のとれた世界的需要の達成だ。ドイツの投資や中国の

消費の強化などを含む黒字国の努力の拡大が必要とされている。  

第三点は、成長、雇用、そして社会的公正の一層の重視だ。雇用創出の最善の方法

は成長を通じて職を作ることだが、政策担当者は雇用をより直接的に促進するため
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に労働市場政策も活用できる。ラガルド専務理事は「雇用創出は喫緊の優先課題で

あり、それなしでは特に若者世代にとって、潜在能力が浪費され、大志が壊されて

しまう荒野を作るリスクがある」と語った。 

 

関連リンク: 

講演全文、 http://www.imf.org/external/ 

春季会合特集ウェブページ、 http://www.imf.org/external/spring/2013/index.htm 

雇用及び成長の政策ミックス、 http://www-stg-

ext.imf.org/external/pubs/ft/survey/so/2013/POL040413A.htm 

労働市場と労働者、 

http://www.imf.org/external/pubs/ft/survey/so/2013/RES032913A.htm 
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